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新年度あいさつ 

生産者の皆様をはじめ、関係各所の皆様におかれましては、本県の家畜防疫並びに生産振

興関連事業の推進につきまして、ご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

家畜保健衛生所の重要なミッションは、高病原性鳥インフルエンザ、豚熱及び口蹄疫など

家畜伝染病対策です。この対策は飼養衛生管理基準遵守を柱とし、下痢症や肺炎等の身近な

感染症の対策にも通じております。家畜を病気から守ることは、本県の畜産振興にも直結し

ます。皆様へは、ウイルスや細菌などの病原体を「入れない」、「広げない」、「外部へ拡散さ

せない」取り組みについて、重ねてお願いいたします（部長 森脇）。 

職員紹介 

今年度、２名の職員が新しく配属となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主任獣医師 

小川 康太 

会計年度任用職員 

三上 妙子 

会計年度任用職員 

木下 美紀 

主任 

 菊地 理子 

会計年度任用職員 

上田 梨紗 

主任獣医師 

 小林 寛生 

新 

主任獣医師 

金丸 和之 

新 部長 

森脇 俊輔 

課長 

 森脇 幸子 
企画幹 

土江 將文 

森脇：３年ぶりに川本家保に戻って

きました。川本家保は大きな職員が

多い中、一番小柄となるので、体力

でかなわない分、細やかな点で尽力

したいと思います。 

土江：30 年前に大田市に居住してお

りましたが、それ以外の地域は馴染

みがなく地理を把握することからで

すが、一所懸命に頑張りますので、

皆様、どうかよろしくお願いいたし

ます。 



担当業務紹介 

 

春の到来と共に…、飼養衛生管理基準遵守を！  

養鶏生産者の衛生的努力により、本県にお

いては無事に鳥インフルの好発時期が過ぎ

ようとしています。一方で「豚熱」が国内屈

指の畜産地帯の宮崎県で養豚場発生がみら

れました。ワクチン接種ではどうしても埋め

きれない“免疫の穴”があり、衛生管理の隙

間をつくようにウイルスは侵入してきます。

また、“春の季語”口蹄疫もこの 2 月に韓国

で発生、小康を得ておりますが油断はなりま

せん。さらに、不治の病「アフリカ豚熱」は昨年、台湾の養豚場で発生しました。本地域と

人の往来の多い日本は発生へのフェーズが上がっています。実際、旅客携行品や国際郵便で

送られてくる肉製品等には、本ウイルスが含まれているもが多数摘発されています。 

 資材高騰等を様々工夫されているところ恐縮ですが、農場を一歩出れば病原体がいるもの

と捉え、侵入阻止を図ってください。（土江） 

 

家畜衛生部 

   部 長   森脇 俊輔 
部内の統括 

家畜伝染病発生時の 

危機管理体制整備に関すること 

家畜衛生課 

課 長   森脇 幸子 
課内事務の統括 

各種認証制度に関すること 

（総括） 

   企画幹   土江 將文 家畜伝染病予防法に関すること イノシシ・ジビエに関すること 

防疫担当 

  主任獣医師  小林 寛生 

   主任獣医師   金丸 和之 

飼養衛生管理基準 

家畜伝染病予防法（５条検査等） 

病性鑑定 

BLV 検査など依頼検査 

肉用牛・乳用牛に関すること 

ミツバチに関すること 

養鶏に関すること 

山羊・めん羊に関すること 

                      など 

衛生担当 

主任獣医師  小川 康太 

主 任   菊地 理子 

家畜衛生対策（放牧衛生、代謝プロファイル、乳汁検査など） 

家畜改良増殖法（家畜人工授精師など） 

受精卵移植事業（農家型採卵に伴う過排卵処理など） 

美味しまね認証を含む各種認証制度 

獣医事（獣医療法、獣医師法） 

動物用医薬品                     など 

 
（宮崎県提供：防疫対応の様子） 


